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Summary

1933年の電灯1kWhあたり11銭という史料掲載の名目値は、日本銀行の戦前基準企業物価指数の1933年
0.951、2025年912.9で参考換算すると約106円となる。企業物価指数は電気料金専用の指数ではなく、
当時と今の電力購入負担が同じことを示さない。1955年は10円99銭、1960年は11円60銭とされ、電気
は家庭電化と大量利用に広がった。2021年1月15日のJEPXスポット市場では251円/kWhを記録し、同
月に100円超の30分コマは350に達した。これは卸電力市場の価格であり小売料金とは異なる。100円/k
Whは小売料金の将来予測でなくストレスシナリオであり、月1万kWhの電力量料金は30円と比べ月70万
円増える。対策として、買電kWhの削減、ピーク抑制、負荷移行、重要負荷の継続を部分オフグリッド
とBCPで重ねて設計する。

Key Points

1933年の電灯料金11銭は、日銀の戦前基準企業物価指数で2025年水準に参考換算すると約106
円/kWhです。ただし電気料金そのものの現代価値を厳密に示す数字ではありません。2021年1
月にはJEPX卸市場で251円/kWhを記録しましたが、小売請求単価とは異なります。100円/kWh
は将来の小売料金の予測ではなく備えを考える想定条件です。月1万kWhなら30円で30万円、1
00円で100万円（電力量料金の単純計算）。将来単価を当てるより、買電量と使用時間を管理し
、止められない負荷を部分オフグリッドで守ることが重要です。
戦前基準の企業物価指数が1933年0.951、2020年675.5、2025年912.9であること。物価換算
は採用する物差しで異なるという注意。
戦前基準企業物価指数の長期推移を視覚的に把握するための補助資料。2025年値は日本銀行公
表値を優先する。
基本料金、電力量料金、燃料費調整、再エネ賦課金の標準的な計算構造。
1933年11銭、1951年7円60銭、1955年10円99銭、1960年11円60銭、1980年27円54銭とし
て掲載された電灯料金の名目値。
総務省小売物価統計に由来する東京の特定料金区分の年次推移と、消費支出に基づく独自換算。
全国平均値とは比較条件が異なる。
1935年時点の電灯普及と定額電灯契約が主体だった歴史的背景。
戦前の電力国家管理と1951年の電力再編、家庭電化の進展。
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